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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物およびヒトからダニを除去するための装置であって、
　長手方向の軸線を有する長尺状グリップと、
　長尺状グリップの一端に配置された第１の二股状チップと、
　長尺状グリップの第二端に配置された第２の二股状チップとを備え、
　第１の二股状チップおよび第２の二股状チップは長尺状グリップの長手方向の軸線に対
してほぼ直角に延び、第２の二股状チップは第１の二股状チップよりも小さい装置。
【請求項２】
　第１の二股状チップおよび第２の二股状チップは長尺状グリップに向かって湾曲してい
る請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　第１の二股状チップおよび第２の二股状チップは長尺状グリップに対して直線状である
請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　第１の二股状チップと第２の二股状チップとは、長尺状グリップの長手方向の軸線から
ほぼ直角に、かつ反対方向に延びる請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　第１の二股状チップと第２の二股状チップとは、長尺状グリップの長手方向の軸線から
ほぼ直角に、かつ同一方向に延びる請求項１に記載の装置。
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【請求項６】
　第１の二股状チップおよび第２の二股状チップは二股に分岐して分岐先端部を形成し、
分岐先端部は、ダニを除去するためにダニを離脱可能に係合することに適する、分岐先端
部同士の間に長尺状のＶ字型の空間を形成する請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　二股状チップはその分岐先端部の先端において面取りされている請求項１に記載の装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動物およびヒトの皮膚からダニなどを除去する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ダニは動物およびヒトの健康にとって極めて有害である。ダニは口吻を表皮に貫通させ
ることにより罹災者を感染させ、強制的に除去されるまで皮膚に着生し続ける。ダニは咬
着した動物またはヒトの血液を吸引する間に、ダニはしばしば動物またはヒトに侵入する
可能性を有するバクテリアを運搬する。ヒトの場合には、咬着により麻痺やアレルギー反
応を引き起こし、ライム病（重篤なインフルエンザに類似した症状を呈する疾患）を引き
起こすこともある。動物においてはダニが寄生すると麻痺を引き起こし、重篤な場合には
死亡することもある。
【０００３】
　従来、ピンセットを用いてダニを取り除き、ダニを焼却したりダニ駆除剤を用いたりし
ている。ピンセットは種々のサイズのダニに対して使用できるという利点を有する。しか
し、ピンセットはダニの胴体を押しつぶすこととなり、血液と唾液とが寄主上に広がる可
能性がある。
【０００４】
　特許文献１は、直交するフォーク状の領域を有する長尺状のハンドルを備えた器具を記
載している。フォーク状の領域はダニの頭部および胸部の周囲に係合し、器具のハンドル
はダニが皮膚から離脱するまで回動される。種々のサイズのダニを取り除くためには、異
なるサイズを有するフォーク状の領域を備える複数の器具が必要とされる。
【特許文献１】オーストラリア国特許第６９５６３２号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、上記の不具合のうちの１つ以上を克服または軽減することにある。あ
るいは本発明の目的は、消費者に有用な選択肢または市場において入手可能な選択肢を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　必ずしも最も広義な形態ではないし唯一の形態でもないが、一形態において、本発明は
動物およびヒトからダニを除去するための装置に関する。装置は長手方向の軸線を有する
長尺状グリップと、長尺状グリップの一端に位置する第１の二股状チップと、長尺状グリ
ップの第二端に位置する第２の二股状チップとを備え、第１の二股状チップおよび第２の
二股状チップは長尺状グリップの長手方向の軸線に対してほぼ直角に延び、第２の二股状
チップは第１の二股状チップよりも小さい。
【０００７】
　長尺状グリップは円柱状であることが好ましい。長尺状グリップの表面は起伏を有して
いたりしぼ加工されていたりして使用者の手で握りやすくすることができる。
　第１の二股状チップおよび第２の二股状チップは、長尺状グリップに向かって直線また
は曲線をなしていてよい。第１の二股状チップおよび第２の二股状チップは、長尺状グリ
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ップの長手方向の軸線から同一方向または反対方向にほぼ直角方向に延びることができる
。二股状チップはその分岐先端部が面取りされていることが好ましい。チップは二股に分
かれて分岐先端部を形成する。分岐先端部の間の空間は、ダニに離脱可能に係合してダニ
を除去することに適する長尺状のＶ字型を形成する。第２の二股状チップは第１の二股状
チップよりも小さいことが好ましい。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明の実施態様を、添付された図面を参照しつつ単に例示する方法により説明する。
　図１には装置、すなわち長尺状グリップ２を備えるダニ除去装置１を図示する。本実施
態様において、長尺状グリップ２は円柱状をなし、表面は微細な凹凸を有するように加工
されている。長尺状グリップ２は平滑、波型、筋状などの表面加工された領域を有し、握
りやすくなっていてもよいことは充分に理解されよう。さらに、長尺状グリップ２は起伏
を有したり、円柱状であったり、断面が正方形、六角形、または八角形であったりして、
使用者の手で握りやすくすることができる。
【０００９】
　長尺状グリップ２の一端において、第１の二股状チップ３が延びている。長尺状グリッ
プ２の第二端には第２の二股状チップ４が配置されている。二股状チップ３，４はそれぞ
れ２つずつの分岐先端部５，６を有する。分岐先端部５，６の先端は面取りされている。
分岐先端部５，６はそれぞれ長尺状のＶ字型空間を形成する。二股状チップ３，４はそれ
ぞれ外面９，１０を有し、外面９，１０はほぼ平坦であり、感染された動物またはヒトの
皮膚と充分に接触することができる。
【００１０】
　本実施態様において、第１および第２の二股状チップ３，４は、図１の１１，１２に示
すように、長尺状グリップ２からガチョウの首の形状のように湾曲して延び、かつ長尺状
グリップ２の長手方向の軸線からそれぞれ反対方向に延びている。湾曲部１１，１２は直
線状の部分または曲折した部分により代替され得ることは理解されよう。さらに湾曲部１
１，１２は、長尺状グリップ２の長手方向の軸線から同一方向に延びていてもよい。
【００１１】
　本実施態様における第１の二股状チップ３の全体サイズおよび長尺状のＶ字型空間７の
奥行きは、第２の二股状チップ４およびそのＶ字型空間８よりも大きいように図示されて
おり、これによりダニ除去装置１を異なるサイズのダニを除去する際に使用しやすくする
ことができる。第１および第２の二股状チップ３，４は同一サイズを有し、さらにそれぞ
れの長尺状のＶ字型空間７，８の奥行きが同一または異なっていてもよいことは理解され
よう。
【００１２】
　使用に際しては、使用者はダニ除去装置１の長尺状グリップ２を保持し、第１の二股状
チップ３または第２の二股状チップ４を動物またはヒトの皮膚に居るダニに近接させ、第
１または第２の二股状チップ３，４の一対の分岐先端部５，６をダニに向ける。チップの
分岐先端部５または分岐先端部６をダニの下に滑動させ、ダニを分岐先端部５または分岐
先端部６同士の間に確実に配置させる。その後使用者は皮膚から僅かに引くようにして力
を加え、その後親指と人差し指との間でダニが離れるまで装置を回動させたりねじったり
する。通常装置を２回または３回ねじることにより、ダニは離れたり除去されたりする。
使用者はその後必要に応じて殺菌剤を付与する。
【００１３】
　ダニは幼虫、さなぎ、成虫という成長の段階により、さらにダニの種類によりサイズは
大きく異なる。さらにダニは長時間にわたり皮膚上に存在すると、血液を大量に吸引する
可能性がある。本発明のダニ除去装置は、除去するダニのサイズの如何に関わらず、動物
またはヒトの皮膚からダニを除去する有効な方法を提供する。本発明のダニ除去装置には
、失くしやすく、かつ感染動物から多数のダニを除去することに長時間を要するような複
数サイズの器具を用いる不便さがなく、除去する際にダニを潰す危険性もない。
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【００１４】
　本発明の他の多様な変形および改変は、本発明の精神および本発明の範囲から逸脱する
ことなく実施され得ることは充分に理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の装置の一実施態様の概略図。

【図１】
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